
種類 対象疾病 ワクチンの種類 接種方法 接種対象者、他

ジフテリア 不活化ワクチン ・ 1 期初回・追加：生後3 か月〜7 歳6 か月未満（追

百日咳 三種混合 加接種は初回接種終了後、6 か月以上間隔をおく）

破傷風 （DPT）ワクチン ・2 期：11 歳〜12 歳

急性灰白髄炎（ポリオ） 不活化ワクチン 皮下 初回接種：生後3 か月〜12 か月に3 回

麻疹 生ワクチン  1期：生後1 年〜2 年未満／ 2 期：小学校就学前／

風疹 二種混合ワクチン  3 期：中学校 1 年生相当時／ 4 期：高校 3 年相当時

日本脳炎 不活化ワクチン 皮下  1 期初回・追加：生後6 か月〜7 歳6 か月未満

結核 生ワクチン 経皮 生後6 か月未満、BCG 接種前のツベルクリン反応は廃止

 Hib 感染症 不活化ワクチン 皮下 生後2か月～5歳未満

 小児の肺炎球菌感染症 不活化ワクチン 皮下 生後2か月～5歳未満

 ヒトパピローマウイルス感染症
 （子宮頸がん）

不活化ワクチン 筋肉 小学6年生～高校1年生に相当する女子

ジフテリア、百日咳、破傷風、急
性灰白髄炎（ポリオ）

4種混合（DPT-
IPV）ワクチン

皮下
2012年11月1日より導入。2012年8月以降に生まれた児。
初回接種3回、追加接種1回

②定期接種
　B類疾病

 インフルエンザ 不活化ワクチン 皮下
65歳以上または60歳以上65歳未満の方で、心臓
や腎臓、呼吸器に重い障害のある方

流行性耳下腺炎 生ワクチン 皮下  1 歳以上の未罹患者

B 型肝炎 成分ワクチン 皮下 ハイリスク者（医療従事者、海外長期滞在者）、他

インフルエンザ 不活化ワクチン 皮下 定期二類の対象者を除く全年齢の者

赤字部分が追加・訂正となります

従来、ジフテリア（D）、百日咳（P）、破傷風（T）および急性灰白髄炎（ポリオ）の予防には、三種混合（DPT）ワクチンやポリオの生ワクチン（OPV）が個別接種されてきましたが、2012年9月1日よりポリオの不活化ワクチン（IPV）が、さらに、同年11月1日より4種混合（DPT-IPV）ワクチンが導入されました。

> 　ワクチンの接種状況・年齢等により使用されるワクチンは異なりますが、現在では4種混合ワクチンの使用が主流となっています。

予防接種法改正（平成25年4月1日）に伴う予防接種の表の変更

皮下

皮下

③任意接種

①定期接種
A類疾病
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